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部分の緑色の透過光が今回撮影した蛍光画像に現

れたと考えられる。

まとめと今後の展望                            
レーザー光の干渉・回折では、どの測定項目も

1pixel 当たり 0.04mmまたは 0.18mm程の精度での

測定が行えた。学生実験では 0.5mm 精度の測定で

あるため、今回提案した方法では十分に高精度な測

定が行える環境であった。また学生実験では室内が

暗い状態でスクリーンに張り付けた紙に縞の位置

を記録するため、測定のしやすさの観点から考えて

も優位な方法である。しかし、解析を行う際、画像

によっては強度分布のグラフでも縞の明暗の境界

が判別しづらく、どの部分をピークとすればよいか

迷うことがある等の改善点も挙げられる。

物理実験の技術職員担当者の研修として、「レー

ザー光の回析と干渉」の物理実験のすべての測定を

iPod touch活用した方法で高精度に測定できた。取

得した画像データおよびグラフもとにテキストを

改訂し、実際の指導に活用していく。

  花粉の蛍光測定では、読み取り顕微鏡（×40：
Φ3.5mm）とグリーンレーザーポインターで構成さ

れる学生実験でも使用できるような簡易型の蛍光

顕微鏡を構築し、ヒノキ花粉の蛍光画像を取得し

た。高価な装置やカメラ等を用いらずに安価な IT
端末を用いた今回の方法は、各種蛍光画像のほか、

これからの学生実験等の教材開発の有効な手法と

して活用したい。 

図 19  CCD 分光器による蛍光スペクトル測定装

置 

図 20 ヒノキ花粉の蛍光スペクトル

図 21 ダイクロイックミラー（緑）の
反射光と透過光スペクトル
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１．はじめに 

フィールドや農学部関係の業務において、樹木等の伐採や手入れのためにチェーンソーを使用す

る場合がある。チェーンソーを扱う職場において、以前は無資格で従事するのも一般的であったが、

近年は資格制度も徐々に認知・普及され、適切な管理と知識の元での使用が求められている。また、

キャンパス勤務の職員には接する機会の少ないフィールド職員の業務や持っている技術について

知識を得ることも、同じ組織で働いていく上で重要なことである。そこで、体験活動を通じて演習

林のフィールド管理業務を学ぶこと、チェーンソーの基本的な取扱い方や立木の伐倒方法を学ぶこ

とを目的として研修を行った。 

 

２．内容 

実際にフィールドに出向き、チェーンソーの基本的な取り扱い方と使用方法を確認してから、実

践トレーニングを行う。また、チェーンソーによる立木の基本的な伐採方法も習得するため、伐倒

方向を規制して引き倒す装置の使用方法などを学習した後、実践を行う。 

 

３．方法 

研修日程は平成 29年 2月 14日(火)、会場は静岡大学農学部附属フィールド科学教育研究センタ

ー天竜フィールドを利用した。用具・装備類は、チェーンソー２台、ロープ等伐倒方向規制用具一

式、ヘルメットや防護チャップス等安全装備一式を使用した。また作業効率と安全性を考慮し、作

業班を二班に分けて研修を行った。 

 

 

４．結果 

 まず、現場でチェーンソーを動かしながら構造や取り扱いの説明や、基本的な使用方法を学んだ

（図１，２）。それから、立木の基本的な伐採方法や伐倒方法を制限するための方法も学んだ（図

３，４）。研修参加者は、一人につき一本のヒノキの伐倒作業を実際に行うことができた。また、

切り倒した木を、基本的使用法で学んだことを生かしつつ造材することもできた。 

 

５．まとめ 

フィールド支援部門の演習林でのフィールド業務の一端について、実践を通じて学ぶことができ

た。また、以前に行われた研修の内容と連続性を持たせることで、チェーンソーに関する知識と基

本的な技術の向上の一助となった。頻度は異なるものの農学部や藤枝フィールドではチェーンソー

を使用する場面があるということで、それぞれの職場でも今後の業務に生かすことのできる内容と

なった。 
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  図１ チェーンソー構造説明       図２ 基本的な使用(円板切り) 

 

 

   

  図３ 伐倒方向へ受け口作り       図４ 伐倒方向規制ロープ上げ 


